
こ
れ
か
ら
の
こ
と



そ
し
て
、
新
た
な
歩
み
に
向
か
っ
て

　
2
0
1
2︵
平
成
24
︶年
、
豊
島
区
は
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
の
世
界
基
準
で
あ
る
W
H
O︵
世
界
保
健
機
関
︶協
働
セ

ン
タ
ー
が
進
め
る﹁
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
﹂の
国
際
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
認
証
に
至
る
ま
で
、
区
民
の
皆
様

と
一
体
と
な
り
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
背
景
に
は
、
い
わ
ゆ

る
ハ
コ
モ
ノ
を
中
心
と
し
た
文
化
で
は
な
く
、
参
加
と
協
働
を
強
く
意
識
し
た
草
の
根
か
ら
の﹁
文
化
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
﹂が
定
着
し
、
豊
島
区
の
大
き
な
幹
に
育
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
間
、
豊
島
区
の
未
来

の
姿
を
新
た
に
方
向
づ
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
数

展
開
さ
れ
ま
す
。

　
2
0
1
5︵
平
成
27
︶年
春
の
移
転
に
向
け
て
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
新
庁
舎
は
、
質
の
高
い
区
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
区
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
防
災
拠

点
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
に
配
慮
し
た
先
進
的

な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴

で
す
。
こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
た
文
化
創
造
都
市
の

新
庁
舎
の
整
備

新
庁
舎
が
移
転
す
る
南
池
袋
二

丁
目
A
地
区
市
街
地
再
開
発

建
物
の
建
設
工
事
が
進
ん
で
い

る
。
49
階
の
建
物
の
う
ち
、中
・

低
層
部
（
1
階
の
一
部
と
3
階

か
ら
9
階
）
が
区
庁
舎
と
な
り
、

高
層
部
は
住
宅
と
な
る
。
新
庁

舎
の
整
備
経
費
は
事
業
敷
地
内

に
所
有
す
る
旧
日
出
小
学
校
跡

地
等
と
、
現
庁
舎
跡
地
の
資
産

活
用
で
ま
か
な
い
、
新
た
な
借

金
は
し
な
い
方
針
。
ま
た
、
屋

上
庭
園
を
は
じ
め
太
陽
光
発

電
や
雨
水
利
用
の
水
循
環
シ

ス
テ
ム
、
地
域
冷
暖
房
シ
ス
テ

ム
な
ど
を
積
極
的
に
導
入
し
て

い
る
先
進
的
な
環
境
対
策
も

大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
1
5（
平
成
27
）
年
春
移

転
予
定
。
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シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た
、
ま
ち
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
機
能
も
担
い
ま
す
。
地
域
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
な
る︵
仮
称
︶西
部
地
域
複
合
施
設
に
は
、
郷
土
資
料
、
美
術
、
文
学
・
マ
ン
ガ
の

3
分
野
で
構
成
す
る︵
仮
称
︶芸
術
文
化
資
料
館
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
育
ん
で
き
た＂
文
化
の
力
＂を
太
い
幹

と
し
て
、
豊
島
区
な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
の
花
が
開
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
文
化
施
策
は
ひ
と
つ
の
専
門
分
野
に
お
い
て
の
み
実
施
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
産
業
、
福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ

く
り
、
環
境
な
ど
幅
広
い
分
野
と
連
携
し
、
都
市
政
策
全
体
の

な
か
で
総
合
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

行
政
だ
け
で
担
当
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
区
民
、

民
間
企
業
、
学
校
、
N
P
O
な
ど
多
様
な
主
体
と
の
協
働
に
よ

り
政
策
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
従
前
よ
り
、
こ

の
こ
と
を
強
く
意
識
し
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
こ
そ
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
を
振
り
返
り
、

新
た
な
歩
み
を
決
意
し
ま
す
。

豊
島
区
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の﹁
誰
も
が
誇
り
に
思
え
る
ま
ち
﹂、﹁
訪

れ
た
い
ま
ち
﹂を
築
く
た
め
、﹁
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
﹂の

歩
み
は
さ
ら
に
続
い
て
い
き
ま
す
。

（
仮
称
）
西
部
地
域
複
合
施
設

旧
平
和
小
学
校
跡
地
に
建
設

さ
れ
る
複
合
施
設
。
区
民
事

務
所
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

地
域
区
民
ひ
ろ
ば
、（
仮
称
）

芸
術
文
化
資
料
館
、
図
書
館
、

地
域
文
化
創
造
館
な
ど
を
集

約
し
、
西
部
地
域
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
文
化

振
興
の
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
。

設
計
は
山
本
理
顕
設
計
工
場
。

2
0
1
5（
平
成
27
）
年
度
開

設
予
定
。

（
仮
称
）
芸
術
文
化
資
料
館
は
、

郷
土
資
料
、
美
術
、
文
学
・
マ

ン
ガ
の
3
分
野
に
わ
た
る
資
料

収
集
・
保
存
、
調
査
・
研
究
、

展
示
、
教
育
普
及
の
機
能
を
も

つ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
の
役

割
を
担
う
。
図
書
館
、
地
域

文
化
創
造
館
と
連
携
、
融
合
の

も
と
、
単
独
で
は
生
み
出
す
こ

と
の
で
き
な
い
新
し
い
試
み
や

文
化
価
値
の
創
造
を
目
指
す
。
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　豊島区というコンパクトシティにふさわしい庁舎を計画するにあたって、新しい「豊島

区型」のデザインにしたいと考えました。

　豊島区は池袋副都心を中心とし、オフィス街、住宅街に併せて商業施設や繁華街、文化

の拠点となる劇場や教育施設が高密度に近接しています。これらのゾーンが分割されずに

重なり合っているのが豊島区の特徴です。

　明確にゾーニングを行い整然とした街並みを作る近代的な都市計画では生み出せない、

異なる要素の交わりが生み出すにぎわいや微妙なニュアンスが、魅力ある都市空間を成立

させています。

　また、グリーン大通りなど緑の資産が点在しており、環境的にも高いポテンシャルを持

っています。

　このような都市に作る新庁舎を木のようなデザインにしたいと考えました。

　木の葉のように建物を覆うエコヴェールと名付けたスクリーンは、太陽光で発電したり、

緑やルーバーで日射を遮ったり、いろいろな種類のパネルで出来ており、環境にも人にも

やさしい空間を生み出します。また、木の葉のようなパネルは、大きな建物をヒューマン

スケールに分解して、街に溶け込ませる働きをします。池袋駅へとつながるグリーン大通

りの多様な並木と呼応するデザインとすることで、建築を環境に溶け込ませた新しい都市

景観を生み出します。緑を連続させることで、活気ある街並みに憩いや安らぎを加え、こ

れからの「豊島区型」まちづくりを環境共生型へと発展させるきっかけとなります。

　エコヴェールと一体となって緑の景観をつくるエコミューゼでは屋上やテラスに豊島の

森を再現して、環境を体験・学習します。また、庁舎内部には自然採光と自然換気を可能

にするエコヴォイドと名付けた大きな吹き抜けや区民の様々な活動の場となる区民ひろば

センターを設けており、環境に優しく賑わいのある豊島区らしい庁舎となっています。

　新しい庁舎は、都市景観や環境にも配慮した豊島区発展の起点であり、点在する緑と緑

をつなぐ結節点となる建物です。21世紀の庁舎のあり方に相応しい環境庁舎を建設するこ

とで、多様で豊かな「豊島区型」のまちづくりを発展させることができます。新しい庁舎が、

ハード面だけでなくソフト面においてもこれからのまちづくりの拠点となることを願って

います。

新庁舎を設計するにあたって

異なる要素の交わりが生み出す
魅力的な都市空間に「一本の木」をイメージして

建築家　隈研吾
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